
全国多⾃然川づくり会議

久著呂川における釧路湿原への
⼟砂流⼊対策と多様な流れの復元
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釧路湿原の現状と課題

釧路湿原 位置図

湿原の分布の変化（1947年、2010年）

2010年

出典：釧路湿原⾃然再⽣協議会より 「釧路湿原
⾃然再⽣全体構想 〜未来の⼦どもたちのために〜
2005年3⽉（2015年3⽉改定）」

出典：⽩地図－⽇本地図より

（http://www.sekaichizu.jp/）

1947年

河床低下区間

釧路湿原



久著呂川における⼟砂流⼊対策の⽬標
『釧路湿原の河川環境保全に関する提⾔』（平成13年3⽉）
湿原への⼟砂流⼊が少なかったと考えられる河川が蛇⾏して流れて

いたころの負荷量に戻すこととし、現状から約4割軽減することを⽬
標とする。

『⼟砂流⼊対策実施計画【久著呂川】』（平成18年8⽉）
久著呂川においても、流域開発前の湿原⼟砂堆積速度程度となるよ

う、湿原に流⼊する⼟砂量を現状から4割軽減する。

〇上記の⽬標を達成するために⾏う具体的⼿法
「森林再⽣」、「河道の安定化対策」・・・⼟砂⽣産の抑制
「⽔辺林・緩衝帯」、「排⽔路合流部沈砂池」、
「河道沿いの⼟砂調整地」、「湿原流⼊部⼟砂調整地」

・・・湿原への⼟砂流⼊量の軽減
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久著呂川の現状と課題

久著呂川の⼟地利⽤・河道の変遷

明渠排⽔事業

河床低下区間
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久著呂川における⼟砂流⼊対策

※：「⼟砂流⼊対策実施計画〔久著呂川〕（平成18年8⽉）5



流域と河川の概要

久著呂川
流域⾯積
148.0km2

計画延⻑
14.5km

久著呂川 事業計画区間

河道の安定化
対策

河川沿いの
⼟砂調整地

S=1:1,000

河 川 位 置 図

釧路川

久著呂川

釧路湿原

新釧路川

釧路市

鶴居村

標茶町

釧路町

弟⼦屈町

直轄明渠排⽔路事業
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河道の安定対策区間の現状と課題

河床低下が
上流側に進⾏

河床低下

河床低下後の
河床⾼（対策前）
平成18年

平成18年

平成15年
河床低下前の

河床⾼
平成2年

縦断図（対策前）

平成18年撮影

河床
低下

平成15年撮影

河床
低下

河床低下区間の対策前の状況

河床低下前
の河床⾼

河床低下前
の河床⾼

河道の安定化対策区間
延⻑＝L=2.65km

国道橋
境橋

河床低下区間上流端の対策前の状況
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河道の安定化対策区間の⽬標

実施区間

久著呂川

境 橋
国道274号

リファレンスサイト

KP11.0
KP12.0 KP13.0

KP14.0 KP15.0
KP16.0

河道特性が類似するKP11.00〜13.00の河道を⽬標に川づくりを⾏う。（リファレンスサイト）

○河幅が広い‥‥⽔深が⼩さく、掃流⼒が⼩さい
○河床材が砂礫となっている‥‥凝灰岩に⽐べ河床が安定

KP11.3付近の状況 KP12.5〜KP13.0付近の状況

河川敷地 現河道

○砂州が発⽣している‥‥⽔辺環境に多様性がある

河道の安定を図り、⼟砂⽣産を抑制するとともに、河床材料を復元させ、
多様な⽔辺環境を回復する
→⼟砂⽣産抑制による釧路湿原の環境保全、⽔辺環境の復元

⽬ 標
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川づくり（縦断形状の⼯夫点）

縦断イメージ図

河床に砂礫を堆積させ
河床低下の鉛直⽅向へ
の進⾏を防⽌

落差⼯により
上流側への河
床低下の進⾏
を防⽌河床⾼

（対策後）

対 策

帯⼯間隔：河床勾配の逆数
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落差⼯整備の考え⽅
・河床低下区間の上流端は河床低下が著しく、流出⼟砂量が多い。
・上流側に国道橋があることから、早急な対策が必要。
・河床低下が上流に進⾏しないよう、落差⼯の整備を最優先に実施。

落差⼯の
実施⽬的

落差⼯の整備
河床低下が上流に進⾏しないよう落差⼯を設置する。

▽平常時の⽔位

▽平常時の⽔位

落差⼯ 落差⼯ 落差⼯

⿂道の設置
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河道拡幅（横断形状の⼯夫点）

横断イメージ図

現 況

対 策

河床材の復元護 岸 ⼯

河道拡幅

河床低下
溶結凝灰岩

旧河床

8m

砂礫

溶結凝灰岩

砂礫

14m
リファレンスサイト

の平均川幅

対策前の河岸
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帯⼯の構造（縦断形状の⼯夫点）

縦断イメージ図

上流の河床⾼より
50cm程度突起

河床材の
堆積を期待

河床材の復元護床⼯（袋型根固⼯）吸出防⽌材

下流側の洗掘
の進⾏を防⽌

⽮板
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対策の成果
対策前 対策後

河床低下区間の対策前後の状況
平成15年撮影

河床
低下

平成24年撮影

帯⼯河道拡幅

平成18年撮影

河床
低下

河床低下区間最上流端の対策前後の状況
平成26年撮影

落差⼯
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⼟砂流⼊対策実施計画の考え⽅

床⽌⼯・河道の拡幅・護岸等の整備

状況に応じフィードバック

モニタリング

評価・検討

⽔制⼯等の設置
部分拡幅

床⽌⼯の改良
護岸⼯の改良

◇河道の安定化による⼟砂⽣産抑制
◇多様な⽔辺環境

釧路湿原⾃然再⽣事業 ⼟砂流⼊対策実施計画〔久著呂川〕より

・地形
・流砂量
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平成28年8⽉出⽔の降⽔量、流量の状況
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147mm/24h

最⼤時間⾬量:36mm

2016年8⽉降⾬

●⼟砂を移動させる流量
が断続的に発⽣したと
推定

●最⼤24時間⾬量は近年
10カ年で第3位

●最⼤流量は河道の安定
化対策の計画流量程度

雨量
(mm)

年月日

1 178 2009年6月23日

2 162 2014年8月11日

3 147 2016年8月21日

4 140 2015年3月11日

5 139 2012年5月4日

6 127 2011年4月24日

7 109 2007年9月8日

8 95 2010年12月4日

9 94 2013年9月16日

10 92 2008年5月20日

最大24時間雨量

順位

断続的に降⾬が発⽣ 奥久著呂⾬量観測所
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No.11帯⼯

平成28年8⽉出⽔後の
河道の安定化対策区間の状況

H28

写 真

縦断図

H28.9

H28出⽔後設置直後

H26.6 H28.9 16



モニタリング結果（現状と懸念事項）
懸念事項

同規模程度の出⽔が続いた場
合、⼀部区間において、さらに
河床低下が⽣じることが想定さ
れる。

上流側の落差⼯、各帯⼯直上流側、
川幅が広い区間では、⽐較的河床が安
定していることが確認された。
しかし、⼀部区間で施⼯⾼より低い

状況となっている。

現状（出⽔後の現地調査結果）

その場合、河道の安定化対策
区間から、さらなる⼟砂の発⽣
（⽣産）が懸念される。
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モニタリング結果
（河床勾配と安定している距離の関係図）

川幅による河床勾配と安定している距離との関係

・河床勾配が緩いほど安定する距離が⻑くなる
・川幅が広いほど安定する距離が⻑くなる

安
定
し
て
い
る
距
離
（
ｍ
）
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必要な追加対策について

区間 現況
安定する
帯⼯間隔

追加対策の
必要性帯⼯No. 帯⼯

間隔
平均河床勾

配
平均川
幅

No.1〜2 325m 1/180 11m 130m 有
No.2〜3 200m 1/230 12m 160m 有
No.3〜4 160m 1/230 8m 80m 有
No.4〜5 125m 1/230 13m 160m 無
No.5〜6 210m 1/230 9m 80m 有
No.6〜7 148m 1/200 12m 140m 無
No.7〜8 306m 1/200 9m 60m 有
No.8〜9 174m 1/400 9m 170m 有
No.9〜10 222m 1/137 11m 100m 有
No.10〜11 223m 1/137 10m 100m 有
No.11〜12 102m 1/82 10m 60m 有



今後の検討について

⼟地利⽤や周辺環境などを考慮し、河道拡幅箇
所や帯⼯間隔を検討し、追加対策を講じていく

河床勾配と安定して
いる距離の相関から求
めた帯⼯間ごとの河床
が安定する延⻑が、現
況帯⼯間隔よりも短い
箇所は、追加対策が必
要

⽐較的河床が
安定している区間

⼀部区間で
河床が低下

帯⼯ 帯⼯

帯⼯追加

イメージ図



地域と⼀体となった事業推進

釧路湿原⾃然再⽣協議会 ⼟砂流⼊⼩委員会
地域住⺠、市⺠団体、専⾨家、関係⾏政機関等が、釧路湿

原への⼟砂流⼊対策に係る事業について、報告・議論する場
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地域と⼀体となった事業推進
久著呂川⾃然再⽣の⾒学ツアー
⼀般市⺠を対象に、久著呂川

の⼟砂流⼊対策について、体験
しながら学ぶ

箱めがねを使⽤し⿂の⽣息状況の確認を⾏う様⼦
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